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１． 格付結果 

 

 企業名 三谷産業株式会社  

 格付の種別 情報セキュリティ格付 

 格付ＩＤコード 10000230115C0901 

 格付スコープ  アウトソーシングサービス＊ 

            （＊ハウジング、ホスティング、運用支援業務及びデータ保管業務） 

 格付対象 フィールドサポート事業部 フィールドサポート営業部 

  情報サービス本部 業務統括部  
   コンフィデンシャルサービス株式会社（三谷産業株式会社の子会社）  

   想定リスク 情報漏えい 

 格付符号 AA is  （ダブル A フラット） 

 格付の方向性 新規格付 

 有効期間 2010 年 4 月 9 日から 2011 年 4 月 8 日まで （交付日から 1年間） 
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２．格付理由 

三谷産業株式会社は昭和 3 年に金沢で創業し、北陸から事業をスタートさせた多業種・他エ

リアへの展開を進める企業であり、現在では情報システム、樹脂･エレクトロニクス、化学品、

空調設備工事、建設資材、燃料の６つの事業セグメントと 1300 名を超える連結従業員を有し

ている。 
情報システム関連事業にも注力し、システムインテグレーションサービス、パッケージソフ

トウェアの開発・販売、ハードウェアの保守等を中心に展開し、特にアウトソーシングサービ

スに向けては、石川県内に富士通(株)の設計･監修によるデータセンターを構築し、事業展開の

要としている。今回は、本データセンターにおけるアウトソーシングサービスに対し、格付審

査を実施した。 
まず、マネジメント成熟度の観点から見れば、全社的に三谷グループとしての統制に加えて

アウトソーシング事業のための ISMS 推進組織である情報セキュリティフォーラムが機能し、

管理組織体制、情報セキュリティ規程類の整備、情報資産の識別、人的セキュリティ、物理セ

キュリティ、ネットワーク管理等では非常に高いレベルで統制が進められてきている。また、

データセンターを運営する現場部門においても、顧客からの預かり資産を確実に守るため、事

業継続性の観点を含めて、情報の取扱管理、物理セキュリティや IT システムの運用管理等が

強力に実施されている。 
一方、管理策強度の観点から見れば、高水準の指針に準拠したデータセンター内において、

セキュリティ区画の方針、入退アクセス権管理では高い強度を維持しながら、情報取扱管理・

書類媒体管理、廃棄・返却管理、クライアント端末管理、アクセス権管理、IT システムの運用

管理等においてもルールに従った管理が徹底され、現場レベルでの対策浸透が図られている。 
総じて、マネジメント成熟度では継続的な改善プロセスを有し、高水準の管理状態を維持、

発展させており、またセキュリティ対策強度でも、悪意のある内部者に対する管理策（発見的、

抑止的、予防・防止的管理策）を織り込んでいる段階にあると言える。 
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